





























している理論」）（プリンス & スモレンスキー2008: 1）に見られる視点である。たと
えば、生成音韻論では、（一般的な）「適切な素性の集合」（「素性」は「分節音の特性」）
を見出すことを目指し（シェイン 1980: 38-39）、最適性理論では、音韻文法の「普遍的








































必要がある。（黒田 2004: 120-121） 











      （1）どの区別に重点をおくべきか。 
      （2）どの点は手を抜いてよいか。 
    を明らかにすることに役立ちます。（藤堂 1979: 19） 
 藤堂（1979: 25-26）は、上の（2）の例として、「崩、朋、蒙、風」などを「拼音では、










































理解などが含まれると思われる（沈ほか 1991: 14-15、竺 1992: 12-13）。また、王力は、
初学者向けの入門書（『音韻学初歩』）のなかで、韻母や声調の説明に、唐詩や詩経の
押韻の例を挙げているが（王 1986: 216-226, 248-259）、これは、漢詩の鑑賞に「音韻学」
の知識が必要なことを示している。 
 また、陳新雄は、「声韻学」（音韻学）の「効用」について、次の 5 つを挙げている
（陳 2010）。 




語で j, q, x で、［ts］などの歯頭音に由来する音）と「団音」（現代中国語で
j, q, x で、［k］などの牙音や喉音に由来する音）とを識別するのを助ける］ 






































































































































































































（木下 2016: 90, 99）｛戴震『声韻攷』（遺書本 1773 頃）巻二には、「音之流変有二古今
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